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1. 背景

わが国では、地域包括ケアシステムの推進に伴い、在宅医療を支える訪問看護の役割はますます重要と

なっている。また第 8次医療計画では、訪問看護に従事する看護職員の確保が求められている。一方で、

訪問看護師の離職は一定数存在し、人材の確保と定着は在宅医療提供体制の維持・強化の視点から重要

な課題である。

先行研究では、訪問看護師の勤務継続に関連する要因として、先輩や同僚との関係や上司や同僚から

の支援、生活と仕事の両立、訪問看護で行う判断の負担感などが示唆されている(上元ら, 2022)(高田・

石原, 2020)(落合ら, 2015)。また、特に子育て中の看護師にとっては、育児と仕事を両立できる勤務体

制であることが重要な要素であると示されている(楢原ら, 2014)。このように先行研究では、訪問看護

師の勤務継続に関して、先輩や同僚との関係や勤務体制といった外的要因に着目したものが多い。一

方、訪問看護師自身がどのように仕事を捉え、主体的に取り組んでいるかといった内的要因に関する研

究はまだ十分ではない。

このような個人の主体的な働き方を表す概念として、「ジョブ・クラフティング」がある。ジョブ・

クラフティングはWrzesniewskiとDutton(2001)以来、従業員が自身の仕事のやりがいや満足感を高める

ために主体的に行動することとされてきた(厚生労働省)。厚生労働科学研究のレビューでも、ジョブ・

クラフティングは、労働者が主体的に仕事や職場環境に変化を加え、自分に合った働き方を目指す概念

とされており、メンタルヘルスや生産性向上に寄与しうると示されている。ジョブ・クラフティングに

関する研究は一般就業者を対象として国内外で複数行われており (Letona-Ibañezら, 2021)(Jatavら,

2023)、一般企業では従業員の主体的な仕事への向き合い方を高めるための考え方とした定着しつつあ

る。また、海外の研究では、使用したジョブ・クラフティング尺度のうち1つの下位尺度の得点が高い

看護師ほど、現在の職場にとどまる意向が高いことが報告されている(Rodríguez-García et al.,

2024)。しかし、訪問看護師を対象としてジョブ・クラフティングと勤務継続意向との関連を検討した

研究はほとんど見られない。訪問看護においては、看護師が単独で判断・行動することが多く、訪問看

護師自身がどのように仕事を捉え、工夫しながら取り組んでいるか、といった仕事への向き合い方が勤

務継続意向に関連する可能性があると考えられる。

そこで本研究では、訪問看護師を対象として、ジョブ・クラフティングという仕事への向き合い方と

勤務継続意向の関連を明らかにすることを目的とする。

2. 研究の目的及び意義

訪問看護師の仕事への向き合い方と勤務継続意向の関連を明らかにすることを目的する。本研究によ

り、訪問看護師の職場定着や離職予防に向けた支援や管理者の関わり方、働き続けやすい職場環境づく

り等に関する示唆を得ることができると考える。

3. 研究の方法

1)対象者

全国の訪問看護事業所で働く、訪問看護師

～対象者の抽出方法～

予定症例数約 400 人を得るため、地域および事業所規模による偏りを可能な限り減らすため、WAM



NET（独立行政法人福祉医療機構）に掲載されている全国の訪問看護事業所を母集団とし、都道府県別

および事業所規模別に層化した上で、約 2000か所を無作為抽出し、調査依頼を行った。

配布先の各事業所から、①29歳以下、②30歳以上 44歳以下、③45歳以上の各 1名(合計 3名)に回答

していただく。該当の年代がいない場合は、該当する年代のみに配布していただく。

2)研究デザイン

無記名自記式Web調査を用いた横断研究

3)調査依頼手順

対象となる訪問看護事業所の管理者宛に「はがき（資料 1）」1部を郵送する。

Ⅰ.研究の趣旨・依頼内容・倫理的配慮等が記載された「はがき(資料 1)」を用い、管理者に研究協力を

依頼する。研究詳細を確認できるよう、「研究計画書(資料 2)」を掲載した研究室ホームページのQRコ

ードを「はがき(資料 1)」上に記載する。

Ⅱ.管理者に研究協力の意思がある場合、事業所の訪問看護師全体に対してはがきの内容を周知いただ

き、研究協力の意思がある訪問看護師(管理者を含む①～③の年代の訪問看護師)に「はがき(資料1)」を

用いて研究協力を依頼していただく。

Ⅲ.研究対象者は、各自で「はがき (資料1)」上のアンケート調査用QRコードから「Web調査フォーム

(資料3)」にアクセスし、同意欄のチェックが得られた場合のみ質問に回答できるようにする。

4)調査での質問項目

本研究の概念枠組みは、訪問看護師の勤務継続意向に関連する先行研究を基に作成した。本研究で

は、仕事への向き合い方を「ジョブ・クラフティング」、「勤務継続意向」を「訪問看護師継続意向」

(訪問看護師として働き続けたいという意向)と「現職場継続意向」(現在の職場で働き続けたいという意

向)とする。また、「勤務継続意向」に影響を及ぼすと考えられる要因として、「属性(個人・事業

所)」、「現職場での先輩や同僚との関係」、「現職場の柔軟な勤務体制」を設定した。



「属性」は、「勤務継続意向」に影響を及ぼすと考えられる、研究対象者の性別、年齢、同居家族の

人数、看護師経験年数、訪問看護師経験年数、現職場継続年数、勤務形態、役職の有無、規模とした。

一般就業者を対象とした先行研究でJatavら(2023)は、ジョブ・クラフティングと従業員の定着との関連

を示している。このことから、本研究においても、ジョブ・クラフティングと勤務継続意向に関連があ

る可能性があると考え、説明変数として設定した。

「現職場での先輩や同僚との関係」について、高田ら(2020)によると、上司との関係が職場継続意思

と関連していることが明らかになっている。また、管理者への相談のしやすさや同僚との良い関係が就

業継続意思と関連することが報告されている。(落合ら, 2015) (谷垣ら, 2018)(上元ら, 2022)これらのこ

とから、本研究では「現職場での先輩や同僚との関係」を「勤務継続意向」に関連する要因として設定

した。

「現職場の柔軟な勤務体制」について、谷垣ら(2017)によると、家庭の事情により生じる事態に柔軟

な勤務対応をしていることが、訪問看護師の就業継続意志と関連していたことが報告している。また、

落合ら(2015)によると、正規の勤務時間が守られていることや休みが取得しやすいことが、勤務を継続

する意思に関係していると報告している。このことから、本研究では、「現職場の柔軟な勤務体制」を

「勤務継続意向」に関連する要因として設定した。

＜使用する尺度＞

【現職場での先輩や同僚との関係】

落合ら(2015)を参考に研究者が作成した、「職場の先輩や同僚は相談に乗ってくれる」 (1項目)を使

用する。「全くそう思わない(1点)」～「非常にそう思う(7点)」の7件法で回答を求める。項目の得点が

高いほど、現職場での先輩や同僚との関係が良いことを示す。

【現職場の柔軟な勤務体制】

上元ら(2023)が作成した職場環境測定尺度を参考に研究者が作成した、「現在の職場は仕事と家庭生

活の両立がしやすい環境である」(1項目)を使用する。「全くそう思わない(1点)」～「非常にそう思う

(7点)」の7件法で回答を求める。項目の得点が高いほど、現職場の勤務体制が柔軟であることを示す。

【仕事への向き合い方】

Sekiguchi, Li, & Hosomi(2017)によって作成された、「タスククラフティング」(3項目)、「関係クラ

フティング」(3項目)、「認知的クラフティング」(3項目)の3つの下位尺度から構成される「ジョブ・ク

ラフティング尺度」(9項目)を使用する。「全くそう思わない(1点)」～「非常にそう思う(7点)」の7件

法で回答を求める。項目の得点が高いほど、ジョブ・クラフティングが高いことを示す。

【訪問看護師継続意向】

御厩(2015)を参考に研究者が作成した、「今後も訪問看護の仕事を続けていきたいと思う」(1項目)

を使用する。「全くそう思わない(1点)」～「非常にそう思う(7点)」の7件法で回答を求め、項目の得

点が高いほど、訪問看護師継続意向が高いことを示す。



【現職場継続意向】

御厩(2015)を参考に研究者が作成した、「今後も現在の職場で仕事を続けていきたいと思う」(1項

目)を使用する。「全くそう思わない(1点)」～「非常にそう思う(7点)」の7件法で回答を求め、項目の

得点が高いほど、現職場継続意向が高いことを示す。

4. 統計的事項

本研究の評価項目は以下とする。

各調査項目について記述統計を行った後、「ジョブ・クラフティング尺度」については、「タスク

クラフティング」、「関係クラフティング」、「認知的クラフティング」の各下位尺度得点を算出し、

Cronbach α係数を算出して内的整合性(信頼性)を確認する。

次に、各説明変数と「訪問看護師継続意向」との関連を確認するため、単回帰分析を行う。同様

に、各説明変数と「現職場継続意向」との関連を確認するため、単回帰分析を行う。

その後、「訪問看護師継続意向」を目的変数とし、「属性」、「現職場での先輩や同僚との関

係」、「現職場の柔軟な勤務体制」、「ジョブ・クラフティング尺度」の各下位尺度を説明変数とした

重回帰分析を行う。同様に、「現職場継続意向」を目的変数とし、「属性」、「現職場での先輩や同僚

との関係」、「現職場の柔軟な勤務体制」、「ジョブ・クラフティング尺度」の各下位尺度を説明変数

とした重回帰分析を行う。

なお、重回帰分析においては、残差プロットを用いて線形性と等分散性を確認し、残差のヒストグ

ラム及びQ-Qプロットを用いて正規性を確認し、Durbin-Watson比を用いて残差の自己相関がないこと

を評価する。また、重回帰分析の変数の設定時にはVariance Inflation Factor(VIF)を算出し、多重共線

性に問題がないことを確認する。

解析には、統計ソフトJMP Student Edition 19を用い、統計的有意水準は5％未満とする。

5. 研究実施予定期間

研究期間の長の許可後～2030年 3月 31日

6. 生じる負担並びに予想されるリスク及び不利益

Web アンケート調査は回答しやすい構成や表現を考慮した上で、最小限の項目になるように心掛けて

おり、回答に必要な時間は約 5分と想定している。

また、研究の結果は本研究のためだけに使用され、結果が他の目的に用いられることは一切ない。

7. 参加について

本研究への参加は自由な意思で決めるものであり、都合により協力を得られない場合(回答を途中で中

止した場合を含む)も、不利益を被ることはない。

Web アンケート調査は「本研究への参加に同意しますか」に対し「はい」を選択した場合のみ回答を

継続することができる。回答を途中で中止することは可能であるが、本研究のWeb調査は無記名による

ものであり個人を識別する情報を収集しないため、回答送信後の同意の撤回はできない。



8. 研究に関する情報公開の方法

本研究の詳細は、本研究計画書を大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻地域ヘルスケアシステム科

学研究室のホームページ(https://sahswww.med.osaka-u.ac.jp/~microbid/research/kenkyu.html)に掲載

し、ホームページの QR コードをはがきの裏面に、URL を Web 調査フォームの冒頭に記載することで

公開する。

9. 個人情報等の取扱い

本研究は無記名のアンケート調査であり、個人情報は収集しない。

Web アンケート調査に回答する際、回答者のメールアドレスは収集せず、回答者が結果を閲覧できな

いように設定する。

10. 情報の保管および廃棄の方法

本研究においてWebアンケート調査で得られた情報は、ダウンロードした後完全にインターネットか

ら削除する。情報が記録された外部記憶媒体はパスワードを設定した上で、関係者のみが入室できる部

屋の鍵のかかる棚に鍵をかけて厳重に保管する。情報は研究室内でのみ取り扱い、ネットワークから切

り離されたコンピューターを使用する。

情報は研究終了報告日から 5年又は研究結果の最終公表日から 3年又は論文等の発表から 10年のいず

れか遅い日まで保管し、適切に廃棄する。

11. 研究の資金源および研究に係る利益相反

本研究は、所属する研究室の運営費交付金により実施する。

本研究の実施や報告にあたり、利益相反はない。

12. 研究により得られた結果等の取扱い

研究成果は、研究対象者を特定できないようにした上で、学会や学術雑誌等で公表する。

13. 研究組織

本研究は、大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻地域ヘルスケアシステム科学研究室が主体となっ

て実施する。

14. 問い合わせ先・相談窓口

大阪大学大学院医学系研究科保健学専攻 地域ヘルスケアシステム科学研究室

研究責任者：小西 かおる

研究分担者：稲葉 文花

連絡先：06-6879-2558

E-mail：u961878h@ecs.osaka-u.ac.jp
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